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⼈
数

味覚検査点数分布(16点満点)

あり あったが検査時までに消失 なし

嗅覚・味覚障害
あり
37%

嗅覚障害のみ
20%

味覚障害のみ
4%

嗅覚・味覚障害
なし
39%

●⼊院・療養中、味覚障害のみは４％と少なかった
●嗅覚障害を⾃覚する例の多くが嗅覚検査でも正常値以下を⽰したが、味覚障害を⾃覚する例の多くは味覚検査は正常であった
⇒多くの味覚障害例は嗅覚障害に伴う⾵味障害の可能性が⾼い
●１か⽉後までの改善率は嗅覚障害が60％、味覚障害が84％であり、海外の報告ともほぼ⼀致する
⇒味覚障害、嗅覚障害の症状はコロナウイルス感染症の治癒に伴い、⼤凡の⼈で早急に消失する
●QOLの変化については、⾷事が楽しめなくなったこと等に嗅覚・味覚障害と強い相関を認めた
●３か⽉後、６か⽉後の改善率は、本研究とは別にアンケートシステムで引き続き追跡する。(⽇本⽿⿐咽喉科学会で報告予定)
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⼈
数

嗅覚検査点数分布(12点満点)

あり あったが検査時までに消失 なし

課題名︓新型コロナウイルス感染症による嗅覚、味覚障害の機序と疫学、
予後の 解明に資する研究 最終報告

研究代表者︓⾦沢医科⼤学⽿⿐咽喉科教授 三輪⾼喜 研究分担者︓記載省略
背景と⽬的︓新型コロナウイルス感染症では、発症早期に嗅覚、味覚障害が発⽣することが知られているが、わが国における発⽣頻度と予後は

⼗分に知られていない。本研究の⽬的は、わが国におけるCOVID-19による嗅覚障害、味覚障害の発⽣頻度や特徴を把握すると
ともに、どの程度の期間症状が持続するか及びその予後を把握することである。

対 象 ︓病院⼊院中、ホテル療養中の無症状・軽症・中等症のCOVID-19患者（20歳〜59歳）の参加希望者
調査施設 ︓⽯川県、東京都、千葉県、⼤阪府、愛知県の11病院、6療養ホテル
⽅ 法 ︓参加希望者に⼊院、療養施設でアンケート調査及び嗅覚・味覚検査(検査キット使⽤)を⾏い、嗅覚・味覚の点数付けを⾏った。

嗅覚・味覚の⾃覚症状やQOLの変化について退院１ヶ⽉後にアンケート調査を実施した。（３ヶ⽉後、６ヶ⽉後にも実施予定）
有効回答 ︓アンケート回答者数251名、内119名に嗅覚・味覚検査を実施し結果が得られた
調査期間 ︓2021年2⽉18⽇〜5⽉21⽇

厚⽣労働科学特別研究事業

嗅覚・味覚の⾃覚症状についての
アンケート結果251名
（⼊院・療養中）

⾃覚症状に対するアンケート結果と嗅覚・味覚検査の点数分布(⼊院・療養中) 119名

嗅覚低下の⾃覚症状

正常(8点以上) 正常(9点以上)嗅覚低下 味覚低下

味覚低下の⾃覚症状
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